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☆平成２３年１月～３月の出来事 

 

 

 

 

 

  ¡Hola!（オラ！：こんにちは！） みなさん，お元気ですか？  
  日本では，大きな地震，津波があり，大変多くの方が被害にあわれて心が痛む思いです。パラグア

イでも毎日日本のことが大きく報じられ，私のホームステイ先の家族，先生，子どもたちなど多くの人

が心配し，励ましてくださいました。心配や悲しみは絶えませんが，みなさんに笑顔が戻ってくるよう

に願っています。また，震災で被害にあわれた方のお見舞いを申し上げます。 
さて，パラグアイでは，日本より一足お先に２月末から新学期が始まりました。 
今回は，夏休みや新学期の様子，そして，先日行った東日本大震災のチャリティーイベントの様子を

紹介します。 
 

１．学習会（算数教室） 

  １年生から８年生まで，約２０人の子どもたちと一緒に算数の学習会を行いました。今までの学習

の中で苦手なもの，よく分からなかった内容などを復習しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．新学年スタート！ 

夏休みが終わり，友だちや先生と久しぶりに会いま

した。約 3 カ月ぶりです！元気な笑顔があふれていま

した。   

全員が集まって始業式のようなものがありました。

校長先生からのお話，パラグアイ独立２００周年のお

話，先生紹介…。どんな１年になるか，楽しみです！ 

平成２３年４月 第４号 

１年生の学習。位取り板に数図ブロックを一つ一つ置いて

いき，数の並び方を学習しました。 

たし算の学習。ペットボトルのキャップを使って，２つの

数を合成する学習をしました。 



   

校長先生のお話の後は，それぞれの教室で…思いっき

りレクレーションをして楽しんでいました！初日は授業

なし！同じ学年のみんなと遊んで楽しい時間を過ごして

いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．日本への願い～チャリティーイベント～ 

 ３月１１日の東日本大震災は，地球の裏側パラグアイでも大きなニュースとなりました。 

 パラグアイでも，各地で募金運動が行われました。先日，首都アスンシオンで，日系人（昔日本か

らパラグアイに移り住んだ人たち）を中心としたイベントが行われ，多くの人が日本を応援してくれ

ているのを感じました。 

 

 

学校生活で大切にしてほしいことを子ども

たちと話していた６年生のクラス。 

２年生。転校生もいたので，一人一人自己紹介をしてい

ました。新しい友だちを迎えて，わくわくしていました。

いろいろな風船割り競争が各学年で行われていました。みんな大はしゃぎで，見ていてもとても楽

しかったです！ 

たくさんの募金が寄せられ
ました。 

ろうそくに願いを込めて。 
メッセージを書いていただきました。 

夜はろうそくの火で黙とうをしました。被災地の映像を見て涙を流す人，じ
っと祈る人。たくさんの温かい気持ちをいただきました。 


